
 

 
 
 

「広島県道路整備計画 2021（案）」について 
 
 

 

 
１ 要旨 

「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」の目指す県土の将来像を実現するための分野
別計画である「社会資本未来プラン」における道路部門の事業別計画として，「広島県道
路整備計画 2021」を策定する。 

２ 広島県道路整備計画 2021（案）の概要 
（１）計 画 期 間  令和３年度～令和７年度（５年間） 
（２）投資予定額  概ね 2,150 億円 
（３）実 施 方 針 

社会資本未来プランに掲げる施策の方向性を踏まえ，安全・安心で，本県の強みを
生かした，魅力的で持続可能な県土づくりに向けて，次の６つの施策を展開し，これ
らに寄与する事業を計画的に実施するとともに，効果を高める取り組みとしてデジタ
ル技術の活用を推進する。 

実 施 施 策 主な事業箇所・取組 期待する主な効果 

県土強靭化のための 

道路ネットワークの強化 

東広島高田道路[向原吉田道路]，(主)呉平谷線[呉市上二河～此原]， 

国道 433 号[加計工区](法面対策），国道 487 号[早瀬大橋](耐震補強）， 

デジタル技術を活用した道路法面の変状把握 

災害時の交通 

寸断の解消 

安全で快適な道路空間の形成 

(主)東広島本郷忠海線[東広島市中島]， 

国道 375 号[三次市敷名]， 

ビッグデータによる事故危険箇所の把握と対策 

交通事故減少 

（歩行者・自転車） 

物流生産性向上のための 

道路ネットワークの構築 

国道 2号[福山道路]，(主)矢野安浦線[熊野町呉地～萩原]， 

(都)栗柄広谷線[府中市栗柄町～高木町]， 

広島中央フライトロード（調査等），ビッグデータ等を活用した渋滞対策等 

渋滞損失時間の 

削減 

地域内外の交流連携を支える 

道路ネットワークの構築 

(主)鞆松永線[福山市鞆町]，国道 432 号[竹原バイパス]， 

(一)三原本郷線[三原市大西]， 

パーク＆ライドやノーマイカー運動等の実施 

観光地や交通 

結節点への 

移動時間の短縮 

コンパクトで持続可能な 

まちづくりに資する道路整備 

国道 314 号[東城バイパス]，国道 375 号[引宇根工区]， 

(一) 坂小屋浦線[坂町坂]， 

広島市東部地区連続立体交差[府中町～海田町] 

自動運転や MaaS の普及促進に向けた基盤整備 

日常生活における

交通の円滑化 

道路施設の適切な維持管理 

「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」及び「修繕方針」に基づく計画的な

老朽化対策 

デジタル技術を活用した舗装の損傷の自動感知や除雪作業の支援 

快適な走行性の 

確保 

（４）実施箇所数及び選定の考え方  
○ ５年間で 523 箇所を事業実施し，380 箇所の完成を見込む。 
○ 実施箇所の選定については，現行の整備計画に位置付けている箇所を優先的に整

備し，早期の事業効果の発現を図るとともに，事業別に次の考え方に基づき緊急性
の高い箇所を新規着手することとし，各市町の意見を伺う社会資本整備調整会議を
経て，選定した。 
・道路・街路事業：事業効果，施策への貢献度，事業の実施環境等を踏まえ選定 

・交通安全事業：市町交通安全プログラムに基づき，事業の実施環境等を踏まえ選定        

・防 災 系 事 業：「今後の法面対策のあり方検討会」等に基づき，緊急輸送道路等から優先的に選定  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施箇所数（県事業）                   （単位：箇所） 

区分 
道路整備計画 2021（R3～R7） 

 完成 継続 

改築系 

道路・街路 142 49 93 

交通安全 82 32 50 

小計 224 81 143 

防災系 

耐震補強 39 39 0 

法面災害防除 260 260 0 

小計 299 299 0 

合計 523 380 143 

 

建 設 委 員 会 資 料 

Ｒ ３ . ２ . １ ２ 
資料番号 ６ 

道 路 企 画 課 
道 路 整 備 課 
都市環境整備課 



 
３ 成果目標 
  「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」に掲げる目指す姿及び本計画の期待する効果

を踏まえ，次のとおり成果目標を設定した。 

 

〔施策１〕 県土強靭化のための道路ネットワークの強化 
（ビジョン指標） 

指  標  名 現状（H27～R1） 目標（R3～R7） 

緊急輸送道路の災害時通行止箇所 190 箇所 160 箇所 

（ビジョンアクションプラン KPI〔重要業績評価指標〕） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

緊急輸送道路における防災対策実施済延長（率） 
454.5km 

（28％） 

799.2km 

（49％） 
 
〔施策２〕 安全で快適な道路空間の形成 
（その他の指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

通学路の交通安全プログラムに基づく 

危険個所の歩道設置箇所数 
42 箇所 73 箇所 

 
〔施策３〕 物流生産性向上のための道路ネットワークの構築 
（ビジョン指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

年間渋滞損失時間 4,500 万時間 3,500 万時間 

（ビジョンアクションプラン KPI〔重要業績評価指標〕） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

主要渋滞箇所における対策箇所数 15 箇所 7 箇所 

（その他の指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

広島空港に 60 分で到達可能な圏域の人口 149 万人 162 万人 

 
〔施策４〕 地域内外の交流連携を支える道路ネットワークの構築 
（その他の指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

高速道路 IC から 30 分で到達可能な主要観光地等の割合 

（主要観光地数 538 箇所） 
81％ 83％ 

 
〔施策５〕 コンパクトで持続可能なまちづくりに資する道路整備 
（ビジョンアクションプラン KPI〔重要業績評価指標〕） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

現況 1車線バス路線区間延長（交通量 500 台/日以上） 36.8km 31.2km 

（その他の指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

広島県における自動車の CO2 排出削減量（基準年：H28） ２千トン/年 ８千トン/年 

居住誘導区域※における利便性の向上に資する道路整備の完成延長 

（R3～R7 の居住誘導区域における道路整備延長 59.9km） 
－ 18.4km 

  ※令和 2 年度末で立地適正化計画を策定している７市（広島市を除く）が設定した区域 

 

〔施策６〕 道路施設の適切な維持管理 
（その他の指標） 

指  標  名 現状（R2） 目標（R7） 

1 巡目点検で健全度Ⅲであった橋梁の修繕割合 

（H26～H30 の 1巡目点検で健全度Ⅲと判定された橋梁数 485 箇所） 
30％ 100％ 

 



広島県道路整備計画2021（案） 別紙１

計画の概要 ①計画期間：令和３年～令和７年度（５年間） ②投資予定額：概ね２，１５０億円

◆地球温暖化による気象災害の頻発・激甚化や南海トラフ地震等が懸念されています。
◆生産年齢人口の減少に伴い物流業界における労働力不足が顕在化する中で，生産性を高める必要があります。
◆中山間地域においては，人口減少・少子高齢化を背景とした既存産業の衰退や生活を支えるサービスの低下が懸念されています。

◆社会資本未来プランに掲げる施策の方向性を踏まえ，安全・安心で，本県の強みを生かした，魅力的で持続可能な県土づくりに向けて，次の６つの施策を展開し，
これらに寄与する事業を計画的に実施するとともに，効果を高める取り組みとしてデジタル技術の活用を推進します。

新計画の実施方針

◆既存道路ネットワークの強みを最大限活かしつつ，更なる「安全・安心」や「サービス（利便性・快適性・生産性）」の向上につながる道路整備を推進します。

目指す姿

道路を取り巻く課題

施 策 主な事業個所・取組
期待する
主な効果

県土強靭化のため
道路ネットワークの強化

東広島高田道路[向原吉田道路]，(主)呉平谷線[呉市上二河～此原]，

国道433号[加計工区](法面対策），国道487号[早瀬大橋](耐震補強），

デジタル技術を活用した道路法面の変状把握

災害時の交通
寸断の解消

安全で快適な道路空間の
形成

(主)東広島本郷忠海線[東広島市中島]，国道375号[三次市敷名]，

ビッグデータによる事故危険箇所の把握と対策

交通事故減少
（歩行者・自転車）

物流生産性向上のための
道路ネットワークの構築

国道2号[福山道路]，(主)矢野安浦線[熊野町呉地～萩原]，

(都)栗柄広谷線[府中市栗柄町～高木町]，

広島中央フライトロード（調査等），ビッグデータ等を活用した渋滞対策等

渋滞損失時間
の削減

地域内外の交流連携を
支える道路ネットワークの
構築

(主)鞆松永線[福山市鞆町]，国道432号[竹原バイパス]，

(一)三原本郷線[三原市大西]，

パーク＆ライドやノーマイカー運動等の実施

観光地や交通結
節点への移動時
間の短縮

コンパクトで持続可能な

まちづくりに資する道路整
備

国道314号[東城バイパス]，国道375号[引宇根工区]，

(一)坂小屋浦線[坂町坂]，

広島市東部地区連続立体交差[府中町～海田町]

自動運転やMaaSの普及促進に向けた基盤整備

日常生活における
交通の円滑化

道路施設の適切な維持管
理

「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」及び「修繕方針」

に基づく計画的な老朽化対策

デジタル技術を活用した舗装の損傷の自動感知や除雪作業の支援

快適な走行性の
確保

【効果を高める取り組み】デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）等の推進

◆実施箇所

実施箇所については，現行の整備計画に位置付けている箇所を優先的に整
備し，早期の事業効果の発現を図るとともに，事業別に次の考え方基づき緊急
性の高い箇所を新規着手し，５年間で５２３箇所を実施し３８０箇所の完成を見
込みます。
【道路・街路事業】
事業効果，施策への貢献度，事業の実施環境等を踏まえ選定

【交通安全事業】
市町交通安全プログラムに基づき，事業の実施環境等を踏まえ選定

【防災系事業】
「今後の法面対策のあり方検討会」等に基づき，緊急輸送道路等から優先的に選定

区 分
完成 継続

改
築
系

道路・街路 142 49 93

交通安全 82 32 50

小 計 224 81 143

防
災
系

耐震補強 39 39 －

法面災害防除 260 260 －

小 計 299 299 －

合 計 523 380 143

道路整備計画２０２１ （Ｒ３－７）

（箇所数）

取組内容



目指す姿県土強靭化のための
道路ネットワークの強化

施
策
１ ハード整備による事前防災を効率的かつ効果的に進め，災害等による経済活動への影響が最小限に抑えられています。

課題やニーズ
●災害時の通行止めに伴う大幅な迂回や待機により，初動対応の遅れや，物流の取り止めなどによる生産性の低下など，

県民生活や経済活動に大きな影響が発生しています。
●広域的な災害発生時における救助活動や緊急輸送のための道路ネットワークの確保が求められています。

取組の方向性
■災害対応能力の向上に資する道路ネットワークの多重性・代替性の確保

⇒発災時にも地域の孤立化を防ぎ，日常生活や社会経済活動への影響を最小限に抑える多重性・代替性を備えた道路ネットワークの形成を図ります。

■緊急輸送道路における法面対策や橋梁耐震補強の推進

⇒ハード対策等による事前防災を効率的かつ効果的に進め，県土の強靭化を図ります。

■災害直後の交通確保のための無電柱化の推進 ■高速道路等における暫定２車線区間の４車線化などによる交通機能の確保
◆効果を高める取り組み

⇒デジタル技術を活用した道路法面の変状把握に取り組みます。 ⇒道の駅の防災拠点としての機能向上に取り組みます。

⇒国，NEXCO等と連携した災害時における交通マネジメント体制の強化を取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

緊急輸送道路の災害時通行止箇所 （ビジョン指標） １９０箇所 １６０箇所

緊急輸送道路における防災対策実施済延長（率） （ビジョンアクションプランKPI） ４５４．５ｋｍ（２８％） ７９９．２ｋｍ（４９％）

目指す姿安全で快適な
道路空間の形成

施
策
２ 広島に住む人も訪れる人も，だれもが安全・安心を実感しています。

課題やニーズ
●交通事故は，「通学路交通安全プログラム」に基づく交通安全対策などにより減少傾向にありますが，依然として後を絶たない状況に

あります。
●通学路のみならず，未就学児等が日常的に集団で移動する経路の安全対策も求められています。
●安全で快適な自転車利用環境の創出による豊かな地域づくりのため，自転車の活用の推進が求められています。

取組の方向性
■通学路や生活道路等における交通安全対策の推進

⇒「通学路交通安全プログラム」などに基づく交通安全対策など，通園・通学時における事故の未然防止を図ります。

■安全で快適な自転車利用環境の整備 ⇒ 自転車通行空間の計画的な整備，ゾーン30 や狭さく等による安全対策を進めます。

■歩道のバリアフリー化のための無電柱化の推進 ⇒安全かつ円滑な交通の確保，良好な景観の形成等を図ります。

◆効果を高める取り組み

⇒ビッグデータによる事故危険箇所の把握に基づく対策に取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

通学路の交通安全プログラムに基づく危険個所の歩道設置箇所数 ４２箇所 ７３箇所

【交通安全対策】

【整備イメージ】

【事前防災】

（H27～R1） （R3～R７）

※安心▷誇り▷挑戦ひろしまビジョンｐ46

※安心▷誇り▷挑戦ひろしまビジョンｐ48

整備前

整備後



目指す姿物流生産性向上のための
道路ネットワークの構築

施
策
３ 企業活動のグローバル化や生産性向上に資する最適な物流ネットワークが構築されています。

課題やニーズ
●主要な物流・人流ルート上においては，依然として渋滞が残存し，社会経済活動において多大な影響を及ぼしています。
●物流拠点と本県の強みでもある井桁状の高速道路ネットワークへのアクセスを強化する必要があります。

取組の方向性
■生産性の向上など企業活動を支える物流基盤の充実

⇒都市部の渋滞を解消し，物流拠点と井桁状の高速道路ネットワークをつなぐ広域な道路ネットワークの形成を図ります。

■グローバルゲートウェイ機能の強化に資する道路整備の推進

⇒広島空港，広島港，福山港への速達性・定時性の確保と代替性・多重性の強化を図ります。

⇒広島中央フライトロードなど，効率的な空港へのアクセスルートについて，調査等を進めます。

■広島都市圏における高速交通体系の確立 ■効率的な輸送を支援するスマートＩＣの整備
■県西部の物流拠点における広島市東西を結ぶ物流交通基盤の充実
◆効果を高める取り組み

⇒ビッグデータ等を活用した渋滞対策等，効果的な交通マネジメントに取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

年間渋滞損失時間 （ビジョン指標） 4,500万時間 3,500万時間

主要渋滞箇所における対策箇所数 （ビジョンアクションプランKPI） １５箇所 ７箇所

広島空港に６０分で到達可能な圏域の人口 １４９万人 １６２万人

目指す姿地域内外の交流連携を支える
道路ネットワークの構築

施
策
４

ビジネスや観光，日常生活において，便利で快適な移動ができ，国内のみならず世界との交流や連携が活発に行われています。

課題やニーズ
●二つの世界遺産や瀬戸内海の多島美，サイクリングロードなど多彩な観光資源を生かした積極的な誘致や受入環境の充実により，

交流人口の増加による地域経済の活性化に繋がってきました。
●周遊観光を促す道路ネットワーク内において，依然として渋滞箇所や狭隘区間が残存しています。
●観光客数や，訪問地点数を増やすためには，交通移動時の疲労・ストレスの軽減や，サイクリストの受け入れ環境の向上が重要

です。

取組の方向性
■主要都市間の連携を強化する道路整備の推進

⇒連携中枢都市圏の中心都市や隣県の主要都市間の連携強化を図ります。

■観光周遊を促進する道路ネットワークの形成

⇒高速ＩＣから観光地までの道路や観光地をネットワーク化する道路整備を促進します。

◆効果を高める取り組み

⇒パーク＆ライドやノーマイカー運動といったソフト対策の取り組みます。

⇒しまなみを核としたサイクリングネットワークの形成とサイクリストの受入環境向上に取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

高速道路ICに３０分で到達可能な主要観光地等の割合（主要観光地数538箇所） ８１％ ８３％

【国道２号福山道路】

【整備イメージ】

【整備イメージ】

鞆の浦

【多彩な観光地】

しまなみ海道
サイクリングロード

※社会資本未来プラン（道路関係部分抜粋）

※社会資本未来プラン（道路関係部分抜粋）



目指す姿コンパクトで持続可能な
まちづくりに資する道路

施
策
５ 拠点間が最適な道路ネットワークで結ばれ，豊かな生活を支える「持続可能な集約型都市構造」の形成が進んでいます。

課題やニーズ
●人口減少や少子化・高齢化の急速な進行により，県土の約７割を占める中山間地域においては、日常生活に必要な

サービスや地域コミュニティの維持が厳しい状況に直面しています。
●安心して快適に暮らせる持続性の高いまちづくりを推進していく必要があります。

取組の方向性
■中山間地域・島嶼部など地域を支える道路整備の推進 ⇒魅力ある地域づくりや日常生活を支える交通基盤の整備を図ります。

■渋滞を緩和する道路の改善及び市街地を一体化する鉄道との立体交差化

⇒渋滞対策を進め，円滑な交通と良好な住環境の創出を図ります。

■コンパクト＋ネットワーク型のまちづくりを支える道路整備 ⇒居住誘導区域における利便性の向上に資する道路整備を図ります。

■既存道路を有効活用した局部的な線形改良や待避所設置
◆効果を高める取り組み

⇒自動運転やMaaSの普及促進に向けた基盤整備に取り組みます。 ⇒「道の駅」を活用した地方創生に取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

現況1車線バス路線区間延長（交通量５００台/日以上）（ビジョンアクションプランKPI） ３６．８ｋｍ ３１．２ｋｍ

広島県における自動車のCO2排出削減量（基準年：H28) ２千トン/年 ８千トン/年

居住誘導区域における利便性の向上に資する道路整備の完成延長
（R3～R7の居住誘導区域における道路整備延長59.9km）

－ １８．４ｋｍ

【一般国道２号福山道路】

【整備イメージ】

【連続立体交差事業のイメージ】

目指す姿
道路施設の適切な維持管理

施
策
６ 道路の機能が適切に維持・発揮され続け，県民の安全で快適な日常生活や社会経済活動を支えています。

課題やニーズ
●道路施設は膨大であり，建設後５０年以上の橋梁は５割を超えるなど，急速に高齢化が進行しています。
●限られた財源の中で，既存の道路を良好な状態で長期的に活用するために，計画的なメンテナンスが重要です。

取組の方向性
■「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」及び「修繕方針」に基づく計画的なインフラ老朽化対策の推進

⇒橋梁・トンネルについては，定期的な点検等により変状を把握し，「予防保全型」の維持管理により安全で効果的な修繕を目指すものとし，

当面の間，点検において健全度Ⅲと判定された箇所の修繕を優先的に行います。
⇒舗装については，日常的な点検や定期的な点検等により損傷を把握し，「事後保全型」の維持管理により安全で効率的かつ効果的な修繕を行います。

■道路施設の日常的な維持管理の適切な実施

⇒草刈りや除雪など日常的な維持管理を適切に実施し，地域住民の生活を守ります。

◆効果を高める取り組み
⇒簡易カメラやＡＩを活用した画像解析など，点検技術や施設運用の高度化に取り組みます。
⇒ドローンや３次元データを活用した施設点検等の効率化に取り組みます。

指 標 現況 （Ｒ２） 目標 （Ｒ７）

1巡目点検で健全度Ⅲであった橋梁の修繕割合
（H26～H30の1巡目点検で健全度Ⅲと判定された橋梁数 485箇所）

３０％ １００％

【ドローンを活用した施設点検】

【ＡＩを活用した低廉な路⾯性状の把握】

※安心▷誇り▷挑戦ひろしまビジョンｐ66

※社会資本未来プラン（道路関係部分抜粋）
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（写真提供）中国地方整備局

【凡例】 道路規制区間
（H30.7.6 22時時点）
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歩行中

35人
（47%）

自転車

乗車中

6人
（8%）

4人
（5%）

10人
（13%）

20人
（27%）

歩行中

自転車乗車中

原付乗車中

自動二輪乗車中

自動車乗車中

Ⅲ

H26～通学路交通安全
プログラムに基づき
安全対策実施

事故が
６割減少

問 あなたが自転車の活用を推進する上で特に重要と思われるものを教えてください。
（上位のみ抜粋）

（％）
n=2,046

利用者の約半数
が求めている
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Ⅲ

広島県総観光客数の推移

H30年は７月豪雨などの影響
があり，対前年を下回った

(万人)
交通機関分担率（通勤・通学）【広島県】

無料化開始

■全体 ■外国人

全体：約２倍
外国人：約10倍

レンタサイクル貸出台数（しまなみ海道）

訪問観光地点数
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再生改良事業の事例
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50年未満

1,958橋

46%

50年以上

2,264橋

54%

令和2年度（現況）

50年未満

822橋

19%

50年以上

3,400橋

81%

令和22年度（20年後）
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Ⅲ

AIを活用した法面崩落の予兆把握のイメージ

出典 国土交通省

車（交通量等） 人（利用者数）

AIカメラ

AIによる画像処理
で交通量把握

出典 国土交通省

イメージ
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様々な交通モードの接続・乗り換え拠点（モビリティ・ハブ）

除雪作業支援のイメージ

路面状態の把握イメージ

道路附属物（道路照明）の
自己点検システムイメージ
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